
メソッド：通知法抽出-GCB1法(2305)

添加 アセトニトリル 20 mL

吸引ろ過：１回目 残留物

ろ液① ホモジナイズ 1分 :２回目

吸引ろ過：2回目

定容：100 mL アセトニトリルで調整

ホモジナイズ 1分：1 回目

試料秤量

ろ液②

果実・野菜：20.0g
穀類・豆類：10.0g
         茶 ：5.00g

（水を添加した場合30分間放置)

混合

分取してL400にセット

添加 アセトニトリル 50 mL

(添加 水 20 ｍL ※穀類・豆類、茶の場合)

Smart-SPE C18-50㎎

固相乾燥(窒素ガス) 2分

洗液 ACN-水(9/1) 0.6 mL

添加 10%NaCl水溶液 約25 mL

負荷[通液] 抽出液 1 mL 分取

溶出 アセトン-ヘキサン(15/85) 1 mL

コンディショニング
アセトン
ACN-水(9/1) Smart-SPE C18-30㎎：精製

流出液

コンディショニング
アセトン
アセトン-ヘキサン(15/85) 

Smart-SPE C18-50㎎：保持

洗浄 水 1 mL

溶出液

(野菜・果実0.2g相当、穀類・豆類0.1g相当、茶0.05g相当) 

穀類・豆類・茶の場合

窒素乾固

定容：アセトン-ヘキサン(15/85)で調整

穀類・豆類の場合 0.5 ｍL
茶の場合 0.25mL

コンディショニング
アセトン
ACN-水(9/1) 

全自動固相抽出装置ST-L400

Smart-SPE PSA-30㎎：精製
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【抽出】 【精製】

定容：アセトン-ヘキサン(15/85)で調整

果実・野菜の場合 1 ｍL (5倍希釈) (5倍希釈)
(5倍希釈)
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